
お月様の話 （１）             2020.05.03 星のお爺様 

古来人々は月の満ち欠けの周期から暦を作ってきました。また、移り変わる月の形に名前を付け、さまざまな

行事や風習を生活の中に取り込んでいます。これは他に類をみない日本独自の文化といえるでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、月面の山や谷などに地球と同じような名前を付けたり、その形に餅をつくウサギなどを連想してきま

した。最近は、多くの人たちが月面を望遠鏡で観察しており、文字として読める影なども見つけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの文字は、クレーターの尾根に水平方向から太陽光が射した時に数１０分間現われ、日本で見られるチ

ャンスは数年に１度という珍しい影です。あなたのニシャルもどこかに現われるかもしれません。 

                                          ― 終 ― 

月面に“Ｘ” 2020.02.01 19:30 

我家の庭先で撮影 700mm 望遠レンズ 
月面に“ＬＯＶＥ” 2019.02.12 20:30 

我家の庭先で撮影 700mm 望遠レンズ 


